
－1－ 

漁場環境モニタリング調査 

  

金田 佳久・増田 多生・井元 栄治 
蛇目  勲・楠本 輝一・今治 美久・萩野 鉄男 

  

 本県沿岸における一次生産の基礎資料となり，漁場環境の指標ともなりうる特殊項目について調査を

実施した。なお，本調査は平成 11年度新漁業管理制度推進情報提供事業により実施した。 

調査方法 

 平成 11年 5，8，11月および平成 12年 2月に播磨灘 5定点，紀伊水道 15定点および海部沖合 3定点

（表 1および図 1）で調査を実施した。ただし，平成 12年 2月の播磨灘での観測は新調査船の建造およ

び習熟運転のため欠測とした。 

 播磨灘および紀伊水道では表層および底層で，海部沖合では表層，20m 層，50m 層，75m 層，100m

層，150m層及び 200m層で転倒採水器を用いて採水し，溶存酸素，濁度，COD，PO4-P，NH4-N，NO2-N

および NO3-Nを表 2の方法で分析した。なお，表層は 0m層，底層は海底直上の所定層（10，20，30，

50mのいずれか）とした。 

 

図 1 特殊項目調査定点 
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結  果 

 各定点で採水した海水の分析結果について，海区平均値を算出し，平年値と比較した（表 3，4)。な

お，NH4-N，NO2-N および NO3-N はそれらの総和である DIN として海区平均値を算出した。また，観

測値の偏差の目安としては，平年差を標準偏差で除した値が±2.0以上を「かなり高め（かなり低め）｣，

±1.3～2.0 を「高め（低め）｣，±0.6～1.3 を「やや高め（やや低め）｣，±0～0.6 を「平年並み」とし

て表した。 

1) 播磨灘海区 

 溶存酸素濃度は，5月には表層，底層ともに「平年並み｣，8月には表層で「やや低め」であったも

のの底層では平年を 16.5％上回り「かなり高め｣，11月には表層，底層ともに「平年並み」であった。 

 濁度は，5月には表層で「低め｣，底層で「平年並み｣，8月には表層で「かなり高め｣，底層で「平

年並み｣，11月には表層で 0.3ppm，底層で 0.5ppm平年を下回り，ともに「かなり低め」であった。 

 CODは 5月には表層で「やや低め｣，底層で「平年並み｣，8月には表層で「やや低め｣，底層で「高

め｣，11月には表層で「平年並み｣，底層で「低め」であった。 

 PO4-Pは 5月には表層で 0.13μg・atm/l平年を上回り「かなり高め｣，底層で「高め｣，8月には表層

で「やや低め｣，底層で「低め｣，11月には表層，底層ともに「平年並み」であった。 

 DINは 5月には表層で「高め｣，底層で「やや高め｣，8月には表層で「平年並み｣，底層で 4.7μg・

atm/l平年を下回り「かなり低め｣，11月には表層，底層ともに「平年並み」であった。 

2) 紀伊水道海区 

 溶存酸素濃度は，5月には表層，底層ともに「平年並み｣，8月には表層で「やや低め｣，底層で「や

や高め｣，11月には表層で「やや高め｣，底層で「やや高め｣，2月には表層で「平年並み｣，底層で「や

や高め」であった。 

 濁度は，5月には表層で「低め｣，底層で 1.3ppm平年を下回り「かなり低め｣，8月には表層で 1.9ppm

平年を上回り「かなり高め｣，底層では「低め｣，11 月には表層，底層ともに「平年並み｣，2 月には

であった。 

 CODは，5月には表層で「低め｣，底層で「やや低め｣，8月には表層で「平年並み｣，底層で「やや

高め｣，11月には表層，底層ともに「平年並み｣，2月には表属底層ともに「やや高め」であった。 

 PO4-Pは，5月には表層で 0.14μg・atm/l平年を上回り「かなり高め｣，底層は「やや高め｣，8月に

は表層で「平年並み｣，底層で「やや低め｣，11月には表層，底層ともに「平年並み｣，2月には表層，

底層ともに「平年並み」であった。 

 DINは，5月には表層，底層ともに「平年並み｣，8月には表層で「平年並み｣，底層で「やや低め｣，

11月には表層，底層ともに「低め｣，2月には表層，底層ともに「やや低め」であった。 

3) 海部沖合海区 

 表層，50m層および 100m層についてのみ結果を記す。 

 溶存酸素濃度は 5月には表層で「平年並み｣，50m層で「低め｣，100m層で「やや低め｣，8月には

表層および 100m層で「やや低め｣，50m層で「平年並み｣，11月には表層および 50m層で「平年並み｣，
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100m層で「やや高め｣，2月には表層で「やや高め｣，50m層で「平年並み｣，100m層で「低め」であ

った。 

 濁度は 5月には表層で「やや低め｣，50m層で「低め｣，100m層で「かなり低め｣，8月には表層お

よび 100m層で「平年並み｣，50m層で「やや高め｣，11月には表層および 50m層で「やや低め｣，100m

層で「平年並み｣，2月には表層および 100m層で「やや低め｣，50m層で「平年並み」であった。 

 CODは 5月には表層で「やや低め｣，50m層および 100m層で「平年並み｣，8月には全層で「平年

並み｣，11月には表層および 50m層で「やや低め｣，100m層で「かなり低め｣，2月には全層で「平年

並み」であった。 

 PO4-Pは 5月には表層および 50m層で「かなり高め｣，100m層で「平年並み｣，8月には表層で「か

なり高め｣，50m 層で「やや高め｣，100m 層で「平年並み｣，11 月には表層および 50m 層で「かなり

高め｣，100m層で「平年並み｣，2月には表層で「やや低め｣，50m層で「低め｣，100m層で「かなり

低め」であった。 

 DINは 5月には表層および 100m層で「平年並み」，50m層で「高め」，8月には表層および 100m

層で「平年並み」，50m層で「やや低め」，11月には表層で「平年並み」，50m層で「やや低め」，

100m層で「低め」，2月には表層で「高め」，50m層で「やや高め」，100m層で「かなり高め」で

あった。 

 

表 1 調査実施日 

 

 

表 2 分析に使用した機器および分析方法 

 



－4－ 

表 3 播磨灘海区における特殊項目分析結果 

 
 

表 4 紀伊水道海区における特殊項目分析結果 
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表 5 海部沖合海区における特殊項目分析結果 

 


